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平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

公
安
委
員
会
規
則

◯
秋
田
県
警
察
職
員
の
定
数
の
配
分
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
五
・
警
務

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
・
交
通
企
画
課
）
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
公
安
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
七
・
警
察
本
部
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
道
路
交
通
等
保
全
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
・

警
備
第
二
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

警
察
本
部
告
示

◯
秋
田
県
警
察
本
部
長
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
（
二
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

１

ペ
ー
ジ

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号

秋
田
県
警
察
職
員
の
定
数
の
配
分
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
1
7
年
４
月
１
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
　
井
　
　
　
明

秋
田
県
警
察
職
員
の
定
数
の
配
分
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
警
察
職
員
の
定
数
の
配
分
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
3
2
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

公
安
委
員
会
規
則

「

別
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
４
月
１
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
　
井
　
　
　
明
　

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
3
9
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
７
条
第
１
項
中
「
（
２
通
）
に
よ
り
、
当
該
場
所
」
を
「
２
通
を
当
該
禁
止
場
所
」
に
、
「
申

請
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
行
為
」
を
「
理
由
」
に
、

「
社
会
の
慣
習
」
を
「
社
会
慣
習
」
に
、
「
時
間
を
限
つ
て
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
及

び
駐
車
の
方
法
並
び
に
駐
車
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
刻
及
び
駐
車
を
終
了
す
べ
き
時
刻
を
指

定
し
て
当
該
申
請
に
係
る
場
所
又
は
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
駐
車
す
る
こ
と
を
」
を
「
期
間
、
時

刻
、
場
所
等
を
指
定
し
て
」
に
改
め
る
。

別
表
第
１
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
項
中
「
由
利
郡
岩
城
町
内
道
川
字
ウ
ト
カ
鼻
地
内
」
を

「
由
利
本
荘
市
岩
城
内
道
川
字
ウ
ト
カ
鼻
地
内
」
に
、
「
河
辺
郡
河
辺
町
松
渕
字
松
木
台
地
内
」
を

「
秋
田
市
河
辺
松
渕
字
松
木
台
地
内
」
に
、
「
南
秋
田
郡
昭
和
町
大
久
保
字
元
木
田
地
内
」
を
「
潟

人5
8

2
9

8
7

人9
2

8
4

1
7
6

人

1
6
8

3
0
4

4
7
2

人

1
1
0

4
6
1

5
7
1

人

1
6
9

4
3
8

6
0
7

人

5
9
7

1
,3
1
6

1
,9
1
3

人

2
4
9

1
4
9

3
9
8

人5
8

2
8

8
6

人9
0

8
5

1
7
5

人

1
5
4

2
9
4

4
4
8

人

1
2
0

4
4
3

5
6
3

人

1
6
9

4
8
2

6
5
1

人

5
9
1

1
,3
3
2

1
,9
2
3

人

2
4
1

1
4
7

3
8
8
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２

上
市
昭
和
大
久
保
字
元
木
田
地
内
」
に
改
め
、
同
表
一
般
国
道
７
号
の
項
中
「
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
今

泉
字
根
立
場
２
番
2
1
2
地
先
」
を
「
北
秋
田
市
今
泉
字
根
立
場
２
番
2
1
2
地
先
」
に
、
「
北
秋
田
郡
鷹

巣
町
綴
子
字
大
堤
8
5
番
２
地
先
」
を
「
北
秋
田
市
綴
子
字
大
堤
8
5
番
２
地
先
」
に
改
め
、
同
表
一
般

国
道
1
3
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
１
一
般
国
道
4
6
号
の
項
中
「
同
郡
協
和
町
境
字
岸
館
7
4
番
２
地
先
」
を
「
大
仙
市
協
和
境

字
岸
館
7
4
番
２
地
先
」
に
改
め
、
同
表
一
般
国
道
1
0
1
号
の
項
中
「
南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
蒲
沼

9
2
番
４
地
先
」
を
「
潟
上
市
天
王
字
蒲
沼
9
2
番
４
地
先
」
に
、「
同
町
天
王
字
棒
沼
台
2
4
7
番
1
9
地

先
」
を
「
同
市
天
王
字
棒
沼
台
2
4
7
番
1
9
地
先
」
に
改
め
、
同
表
一
般
国
道
1
0
5
号
の
項
中
「
北
秋
田

郡
鷹
巣
町
中
屋
敷
字
林
岱
3
4
番
１
地
先
か
ら
同
町
綴
子
字
大
堤
3
9
7
番
１
地
先
ま
で
」
を
「
北
秋
田

市
中
屋
敷
字
林
岱
3
4
番
１
地
先
か
ら
同
市
綴
子
字
大
堤
3
9
7
番
１
地
先
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
１
県
道
あ
き
た
北
空
港
西
線
の
項
中
「
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
脇
神
字
ハ
ケ
ノ
下
3
4
番
1
0
地
先

か
ら
同
町
今
泉
字
根
立
場
２
番
2
1
1
地
先
ま
で
」
を
「
北
秋
田
市
脇
神
字
ハ
ケ
ノ
下
3
4
番
1
0
地
先
か

ら
同
市
今
泉
字
根
立
場
２
番
2
1
1
地
先
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
県
道
あ
き
た
北
空
港
東
線
の
項
中

「
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
脇
神
字
ハ
ケ
ノ
下
3
4
番
1
0
地
先
か
ら
同
町
中
屋
敷
字
林
岱
3
4
番
１
地
先
ま
で
」

を
「
北
秋
田
市
脇
神
字
ハ
ケ
ノ
下
3
4
番
1
0
地
先
か
ら
同
市
中
屋
敷
字
林
岱
3
4
番
１
地
先
ま
で
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
１
県
道
男
鹿
八
竜
線
の
項
中
「
南
秋
田
郡
若
美
町
払
戸
字
大
樋
1
3
0
番
１
地
先
」
を
「
同

市
払
戸
字
大
樋
1
3
0
番
１
地
先
」
に
改
め
、
同
表
県
道
払
戸
箱
井
線
の
項
中
「
南
秋
田
郡
若
美
町
払

戸
字
大
樋
1
3
0
番
１
地
先
か
ら
同
町
払
戸
字
渡
部
9
6
番
２
地
先
ま
で
」
を
「
男
鹿
市
払
戸
字
大
樋
1
3
0

番
１
地
先
か
ら
同
市
払
戸
字
渡
部
9
6
番
２
地
先
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
県
道
秋
田
天
王
線
の
項
中

「
南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字
棒
沼
台
2
4
7
番
1
9
地
先
」
を
「
潟
上
市
天
王
字
棒
沼
台
2
4
7
番
1
9
地

先
」
に
、
「
同
町
天
王
字
蒲
沼
9
2
番
１
地
先
」
を
「
同
市
天
王
字
蒲
沼
9
2
番
１
地
先
」
に
改
め
、
同

表
県
道
本
荘
西
仙
北
角
館
線
の
項
中
「
仙
北
郡
西
仙
北
町
刈
和
野
字
三
枚
橋
5
7
番
地
先
か
ら
同
町
刈

和
野
字
刈
和
野
2
9
9
番
地
先
ま
で
」
を
「
大
仙
市
刈
和
野
字
三
枚
橋
5
7
番
地
先
か
ら
同
市
刈
和
野
字

刈
和
野
2
9
9
番
地
先
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
市
道
材
木
町
東
能
代
線
の
項
中
「
同
市
字
仁
井
田
白
山

6
3
番
1
5
地
先
」
を
「
同
市
扇
田
字
扇
渕
1
2
番
２
地
先
」
に
改
め
、
同
表
町
道
追
分
下
出
戸
線
の
項

か
ら
町
道
東
船
戸
幹
線
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

「
「

「
「

様
式
第
８
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を
　
　
　
　

」
」

」

「

第
に
、
上
記
の
駐
車
を
許
可
す
る
。

□

」

「

を

」

一
般
国
道
1
3
号

横
手
市
安
田
字
越
廻
4
6
番
１
地
先
か
ら
秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

2
3
3
番
７
地
先
ま
で

横
手
市
婦
気
大
堤
字
田
久
保
下
1
1
5
番
１
地
先
か
ら
同
市
安
田
字
越

廻
4
6
番
１
地
先
ま
で

一
般
国
道
2
8
2
号

鹿
角
市
八
幡
平
字
湯
瀬
安
南
岩
３
番
１
地
先
か
ら
鹿
角
郡
小
坂
町
荒

谷
外
２
字
小
滝
外
６
国
有
林
3
0
0
9
林
班
ち
小
班
ま
で

県
道
能
代
二
ツ
井
線
能
代
市
鰄
渕
字
古
屋
布
5
4
番
１
地
先
か
ら
同
市
扇
田
字
扇
渕
1
2
番

２
地
先
ま
で

市
道
追
分
下
出
戸
線

市
道
芦
沢
旗
伏
線

市
道
刈
和
野
北
線

市
道
刈
和
野
南
線

市
道
東
船
戸
幹
線

潟
上
市
天
王
字
追
分
西
1
5
番
１
地
先
か
ら
同
市
天
王
字
蒲
沼
9
2
番
１

地
先
ま
で

大
仙
市
協
和
峰
吉
川
字
芦
沢
通
7
3
番
１
地
先
か
ら
同
市
協
和
峰
吉
川

字
高
寺
山
7
4
番
１
地
先
ま
で

大
仙
市
刈
和
野
字
三
枚
橋
5
7
番
地
先
か
ら
同
市
刈
和
野
字
寄
騎
館
8
1

番
２
地
先
ま
で

大
仙
市
北
野
目
字
新
野
1
6
番
１
地
先
か
ら
同
市
字
刈
和
野
2
9
9
番
地

先
ま
で

大
仙
市
北
楢
岡
字
下
船
戸
1
1
3
番
４
地
先
か
ら
同
市
北
楢
岡
字
東
船

戸
1
5
0
番
1
地
先
ま
で

登
録
又
は

検
査
番
号

車
　
　
両

登
録
番
号

日
　
時

期
　
間

時
　
刻

間刻
上
記
の
駐
車
を
許
可
す
る
。

第
　
　
　
　
　
号

許
　
可
　
証

上
記
の
駐
車
を
許
可
す
る
。
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３

に
改
め
る
。

」

「

様
式
第
1
4
号
中
「
第
　
　
　
　
　
号
」
を
「
指
令
秋
公
委
第
　
　
　
　
号
」
に
、

」

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
　
　
　
　
　
号

解
任
を
命

ず
る
理
由

解
任
を
命

ず
る
理
由

１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
6
0
日
以
内
に
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
異
議

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

２
　
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

月
以
内
に
、
秋
田
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
秋
田
県
を
代
表
す
る
者
は
、
秋
田
県
公
安
委
員
　

会
と
な
り
ま
す
。
）
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
異
議
申
立
て
に

対
す
る
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と

き
は
処
分
取
消
し
訴
え
を
提
起
す
る
と
が
き
ま
せ
ん

に
改
め
る
。

」

様
式
第
1
7
号
及
び
様
式
第
1
8
号
中
「
第
　
　
　
　
　
号
」
を
「
指
令
　
　
　
第
　
　
　
　
号
」
に
、

「

「

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
異
議
申
立
て
に

対
す
る
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と

き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

翌
日
か
ら
起

ま
す
。
た
だ

き
は
、
異
議

起
算
し
て
６

県
公
安
委
員

も
、
処
分
の

る
こ
と
が
で

議
申
立
て
に

こ
と
が
で
き

経
過
し
た
と

措
置
を
命

ず
る
理
由



平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

４

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

秋
田
県
公
安
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
４
月
１
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
　
井
　
　
　
明

秋
田
県
公
安
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

秋
田
県
公
安
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
1
4
年
秋
田
県
公
安

委
員
会
規
則
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

様
式
第
５
号
か
ら
様
式
第
８
号
ま
で
及
び
様
式
第
1
1
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　

」

措
置
を
命

ず
る
理
由

１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と

算
し
て
6
0
日
以
内
に
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す

し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

２
　
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た

月
以
内
に
、
秋
田
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
秋
田
県
を
代
表
す

会
と
な
り
ま
す
。
）
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の

き
ま
せ
ん
。

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
の
処
分
の
取
消
し
の

る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内

す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

を
経
過
し
た
と
き
は
、
審
査

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

る
者
は
、
秋
田
県
公
安
委
員

間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

日
翌
日
か
ら
起
算

る
者
は
、
秋
田
県
公
安
委
員

間
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

訴
え
は
、
審
査
請
求
に
対
す

に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

こ
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
場
合
の

救
　
済
　
方
　
法

こ
の
決
定

日
か
ら
起
算

委
員
会
に
異

こ
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
場
合
の

救
　
済
　
方
　
法

□

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌

し
て
6
0
日
以
内
に
、
行
政
不
服
審
査
法
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
安

議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

５

に
改

」

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号

道
路
交
通
等
保
全
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
４
月
１
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
　
井
　
　
　
明
　

道
路
交
通
等
保
全
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

道
路
交
通
等
保
全
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
4
4
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則

第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
３
号
及
び
別
記
様
式
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

服の法

１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0
日
以
内
に
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
異
議

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
秋
田
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
秋
田

県
を
代
表
す
る
者
は
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。
）
、
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

は
、
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ

て
も
、
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。



平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

６

指令秋公委第　　　　号

許　　　　可　　　　書

申請者

実施日時　　　　　年　　月　　日　　　時　　分から　　　時　　分まで

場　　所

行 進 路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年　　月　　日付けで申請のあつた上記示威運動（示威行進）は、道路交通等保全に関する条例（昭和24年秋

田県条例第25号）第４条第３項の規定により、別紙の条件を付して許可する。

年　　月　　日

秋田県公安委員会　□

１　この処分について不服があるときは、この処分があつたことを知つた日の翌日から起算して60日以内に、秋田県

公安委員会に対して異議申立てをすることができます。ただし、その期間内であつても、処分の日の翌日から起算

して１年を経過したときは、異議申立てをすることができません。

２　この処分の取消しの訴えは、この処分があつたことを知つた日の翌日から起算して６月以内に、秋田県を被告と

して（訴訟において秋田県を代表する者は、秋田県公安委員会となります。）、提起することができます。ただ

し、その期間内であつても、処分の日の翌日から起算して１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起する

ことができません。

３　この処分について１の異議申立てをした場合の処分の取消しの訴えは、異議申立てに対する決定があつたことを

知つた日の翌日から起算して６月以内に提起することができます。ただし、その期間内であつても、決定の日の翌

日から起算して１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起することができません。

印

別記様式第３号（第５条、第７条関係）



平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

７

指令秋公委第　　　　号

不　許　可　通　知　書

申請者

年　　月　　日付けで申請のあつた上記示威運動（示威行進）は、道路交通等保全に関する条例（昭和24年秋

田県条例第25号）第４条第１項の規定により許可しない。

年　　月　　日

秋田県公安委員会　□

１　この処分について不服があるときは、この処分があつたことを知つた日の翌日から起算して60日以内に、秋田県

公安委員会に対して異議申立てをすることができます。ただし、その期間内であつても、処分の日の翌日から起算

して１年を経過したときは、異議申立てをすることができません。

２　この処分の取消しの訴えは、この処分があつたことを知つた日の翌日から起算して６月以内に、秋田県を被告と

して（訴訟において秋田県を代表する者は、秋田県公安委員会となります。）、提起することができます。ただし、

その期間内であつても、処分の日の翌日から起算して１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起すること

ができません。

３　この処分について１の異議申立てをした場合の処分の取消しの訴えは、異議申立てに対する決定があつたことを

知つた日の翌日から起算して６月以内に提起することができます。ただし、その期間内であつても、決定の日の翌　

日から起算して１年を経過したときは、処分の取消しの訴えを提起することができません。

印

別記様式第４号（第５条、第７条関係）



平成17年 4月 1日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

８

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
警
察
本
部
告
示
第
2
7
号

秋
田
県
警
察
本
部
長
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
４
月
１
日

秋
田
県
警
察
本
部
長
　
杵
　
淵
　
智
　
行

秋
田
県
警
察
本
部
長
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

秋
田
県
警
察
本
部
長
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
1
4
年
秋
田
県
警
察

本
部
告
示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

様
式
第
５
号
か
ら
様
式
第
８
号
ま
で
及
び
様
式
第
１
１
号
中

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改

」

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
1
7
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

警
察
本
部
告
示

こ
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
場
合
の

救
　
済
　
方
　
法

こ
の
決
定

日
か
ら
起
算

委
員
会
に
審

こ
の
処
分
に
不
服

が
あ
る
場
合
の

救
　
済
　
方
　
法

□

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
決
定
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌

し
て
6
0
日
以
内
に
、
行
政
不
服
審
査
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
安

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

服の法

１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
　

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0
日
以
内
に
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
秋
田
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
秋
田

県
を
代
表
す
る
者
は
、
秋
田
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。
）
、
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え

は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
月
以
内
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て

も
、
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消

し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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